
Ⅰ.研究所の概要

1.組織
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(2)所内連絡先一覧
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2.予算概況

(1)2003年度 (平成 15年度)経費および研究費取得状況

経費 (単位:千円) 研究費取得状況 (単位:千円)

人件苧 484,732

物件費 校費 239,
365産学連携等研究費 3

9,972施設整

備費 300計

279,637科学研究費補助金 (31件) 111,000

合 計~ 875,369 校費

教育研究学内特別経費 ね,oo

o外国人研究員経費 1,12

8国際シンポジウ

ム経費 1,250計 76,378

科学研究費補助金 (31件)

111,000奨学

寄付金 (9件) 17,122合 計 204,500(2)2003年度 (平成 15年度)文部科学省科学研究費

補助金 内訳一覧研 究 種 別 研究代表者 金額(千円) 研 究 課 題特定領域 (A)(2)特定銅域 (A)(2)特定領域 (A)(2)特別推進 (2) 浅岡一雄林琴治清水慶子松沢哲郎 2,8004,1001,8db33,000内分泌撹乱物質のヒトへの影響を外挿するためのサルを用いた

研究霊長類 (マ

カクサル)大脳皮質の生後発達におけるニューロトロフィンとその受容体

の役割植物性エ大 トロゲ

ン様物質が霊長類の神経内分泌機構に及ぼす影響認知と行動の霊長類的基盤基盤

研究 (A)(1) 清田穣 6,800ヒトを含む恵長類におけるロコモーションの発達 .加齢基盤研究 (A)(1) 一片山一道 4,100ラピタ人からポリネシア人-の変容

過程を探る先史学的研究韮盤研究 (B)(1) 片山一道 6,100古人骨の受傷痕と原因武器に関する研究基盤研究 (B)(1)基盤研究 (B)(2)基盤研究 (B)(2) 本郷一美正高信男川本芳 4,4002,600.3,100動物遺存体分析による西アジアの Neo

li,thization(

新石器化).過程の解明ヒトを含

む霊長類における音声情報の琴知発達 :言語と音楽を用いた比較認知研究霊声類の異種交雑にともなう遺伝的変化の研究基盤研究 (B)

(2)基盤研究 (B)(2) 景山節平井啓久 3,6002,200脊

椎動物ペプシノゲ



研 究 種 別 研究代来者 金印(千円) 研 究 課

題.基盤研究 (B)■(2) 森明雄 3,600韮屑社会を作るヒヒ類の社会生態学的,北田遺

伝学的研究 ､基盤研究 (B)(2)基盤研究 (B)(2) 三上章允茂原ィ,i生 4,8003,400ジャワ島におけるカニ9-イザル祝物"1号遺

伝子の多様性

に関する研究東南アジア地域における第

三紀霊長類の進化学的研究基盤研究 (B)(2) 平井啓久 3,600アジルテナ

ガザルの亜種分化に関する総合調査基盤研究 (C)(2) 友永雅己′ 800社会的認

知の知覚的基盤 :比較認知からのアプローチ基盤研究 (C)(2)基盤研究 (C)(2) 高井正成･国松豊 9.001,500新生代後

半のユーラシア大陸に

おける化石霊長類の進化に関する総合的研究

化石から見たヒト上科の出アフリカとユーラシアへの拡散基盤研究 (C)(2) 庄武孝義 1,

500DNA標識を用いたマカクとヒヒの遺伝的特性の再検討基盤研究 (C)(2)萌芽研琴 (2) 田中洋之川本芳 2,0001,900ゲ

ノムタイゼ ングによる霊長頬張団の迫伝的多様性の評価と

その応mニホンザルの東西文化に関する分子考古学的研究若手 (B)(2) 杉浦秀樹 1,_200群れの空間構造 .個体の行動から群れ全体の構造を探る

若手 (B)(2) 田中正之 2,.600絵の認識と表出に関する比較認知発達的研究特別研究員奨励㌍特別研究員奨励珊 伊藤 (大塚) 1,5001,100内分泌

撹乱物質が雄マカクザルの精子形成に及ぼす影響-ヒト

麻里子 精子形成障害モデ)i,の確立 ー座馬耕一郎 野生チンパンジーにおける利他行動の進化特別研究員奨励許特別研究員奨励費 鍔本武久∫早川祥子 1,5001,100ボンダウン屑の桐ほし規化石の記我と東アジアの新生代前半におけるPi柑L類の進化ニホンザル

の群れ間遺伝子交流とその進化特別研究員奨励珊 半谷吾郎 1,100霊長類の社

会構造の進化に環境と系統が与える影響特別研究員奨励押 中山桂 1,400フサオマキザルにおける協力行動と他者の役割の理解

特別研究員奨励㌍合 計

香田啓貴



(3)2003年度 (平成15年度)研究補助金等内訳一覧

(文部科学省科学研究費補助金以外)

補 助 金 等 二種 別 研究代表者 金 額(千円)

使 途東洋鋼板 (秩) 浅岡一雄 980軍長類に関す

る嘩合的研究(財)中山科学振興財団 - 泉明宏 .686霊長類に

関する総合自勺研究(財)住友財団 清水慶子 617

霊長類に関する総合的研究(財)石田財団(財)不二たん白質研究振興財団 田中洋之∴中村伸 1,5194,900 ボルネオ島及びろラウエシ島に生息するミソバチ属の歴史生物地

理学的研究霊長類に関する総合的研究協和発酵工業 (株) 中村

仲 2,450 霊長類に関する総合的研究平井啓久 (米国ニ千一ヨ一一ク州立大)̀(株)インデックス 平井啓久正高信男 5803,920 マンソン住血吸虫ゲノムプロジェクト:BACクロ十

ンの染色体マッピングのため乳幼児の音声の研究のため(財)みずほ福祉助成財団 正高信男 1,470 地域社会におけ

るろう者と健聴者の共存事例の調査合 計 9件 17,1



3.図書

霊長類学の研究成果を網羅する方針で図番を収集しています.特に霊長類学関係論文の別刷は年間

2500件あまりを受け入れ, r霊長類学別刷コレクション』として閲覧に供しています.軒路について
は全所員からの推薦を受け付け,選定の参考にしています.

(1)蔵ヂ手数

2004年3月未現在,本研究所図書室に所蔵されている資料は,以下の通りです.

和書 6,859冊ー(製本雑誌も含む)

洋書 14,964冊●(製本雑誌も含む)

霊長類学関連別刷 (霊長類学別刷コレクション)

75,000点

(2) 資料の所蔵検索

図番室で所蔵している図番 ･雑誌はすべて 【京都大学OPAC】で検索できます.

京都大学 opACにアクセスし,[詳細検索画面]- [所蔵館]の欄に [66霊長研]と入れると,

霊長類研究所の蔵書のみヒットします.

詳しくは京都大学附属図書館のホームページをご覧下さい.

http:〟kensaku.libnet.kulib.kyoto･u.ac.jp/

図書室で所蔵している ｢霊長斯学別刷コレクション｣の所蔵データは 【NACSIS･IR(国立情報学研

究所情報検索サービス)】で検索できます.

NACSIS･IRにアクセスし,[データベース一覧]から [霊長類学文献索引データベース (PRIRC)]

を選択してください.

詳しくは国立情報学研究所情報検索サービスのホームページをご覧下さい.

http://www.nii.ac.jp/ir/irj.html

(3) 忍長規研究所図台室利用規程

Ⅰ.開室時間と体重

1.開室時間

平日:9時から17時まで.

2.体重

土曜日,日曜日,国民の祝祭日,年末･年始は体重とする.

その他の臨時体重は,その都度掲示する.

Ⅲ.閲 覧

1.閲覧者の資格

1) 本研究所の所員.

-7-



2) 本研究所の共同利用研究員.

3) 1),2)以外の,京都大学に所属する者で,所属図書施設の紹介のある者.

4) その他一般利用者.

2.閲覧

1) 閲覧は所定の場所で行わなければならない.

2) 次の各号に掲げる場合においては閲覧を制限することができる.

(1)当該資料に独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律 (平成 13年法律第 140

号.以下｢情報公開法｣という.)第5条第1号,第2号及び第4号イに掲げる情報が記録さ

れていると認められる場合における当該情報が記録されている部分.

(2)当該資料の全部又は一部を一定の期間公にしないことを条件に個人又は情報公開法第 5粂

第 2号に規定する法人等から寄贈又は寄託を受けている場合における当該期間が経過する

までの間.

(3)当該資料の原本を利用させることにより当該原本の破損若しくはその汚損を生じるおそれ

がある場合又は当該資料が現に使用されている場合.

Ⅲ.貸出及び返却

1.Ⅱの1の1)の該当者及び,2)のうち予め利用者カードを提出した者は,下記に従い図番を借用

できる.すべての借用資料は,原則として所外に持ち出すことはできない.

1) 借用資料の種類と借用方法

a.単行本

(i) 単行本は1カ月間借用できる.

(ii) 借用時には,ブックカード及び代本板用紙に必要事項を記入する.ブックカードは所定

･の箱に入れ,代本板用紙は代本牧の背に挿入して,書架上の本のあった位置に置く.

b.製本雑誌

(i) 製本雑誌は3日間借用できる.

(ii) 借用方法は単行本に準じる.

C.未製本雑誌

(i) 未製本の雑誌は15時から翌朝 10時までの間に限り借用できる.

(ii) 借用時には貸出か-ドに必要事項を記入する.

d.別刷 ､

(i) 別刷は開室時間中に図書室内でのみ利用できる.

(ii) 利用後は,返却台の箱に返却する.

e.他機関からの借用資料

(i) 他機関からの借用資料は,開茎時間中の図書室内での利用に限る.

(ii) 利用後は図書係員に返却する.

2) 参考図書その他禁帯出扱いの図書は貸出さない.

3) 借用中の資料を転貸してはならない.

4) 再手続きをすることにより貸出期限の延長ができる.ただし,他に借用希望者がある時時,他

を優先する.

5) 借用後の図書は退却台に返却する.

-8-



2.Ⅱの1の3)の該当者は,所属の図書施設を通じて借用を依柳することができる.

1) 借用資料は単行本のみで,所属図書施設内での利用に限る.

2)借用期限は2週間とするが,本研究所貞からの要請があった場合には,借用期限内であっても,

速やかに返却することとする.

Ⅳ.総点検及び長期貸出

1.定期的に同ufTtの総点検を行う.この時は,貸出期限内外を問わず,すべての図鞘を返却する.

2.総点検期間中,図書室を体重とすることがある.

3.図番委員会により研究室等への備え付けが認められた時は,長期貸出扱いとする.長期貸出期間

は1年で,長期貸出扱いの更新は総点検時に行う.

Ⅴ.その他
1.図書室資料の日録及びこの図番室利用規程にらいては常時図書室に備え付ける.

2.資料を紛失したり汚損した場合は,代本または相当の代金で補わなければならない.

3.借用資料を期日までに返却しなかった場合,以後の貸出を一定期間停止されることがある.

4.図番室内 (書庫を含む)は禁煙とする.

附則

この規程は,平成16年4月1日から施行する.

平成 16年4月1日制定
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4.サル類飼育頭数 ･動態

2003年 (平成15年)度末飼育頭数

檀 . 名 頭 数

オオガう ゴ

1コモンマ-モセツト

26ワ夕ポウシ夕マリン 30

ヨザル 1

5リスザル 5

フサオマキザル

19ケナガク

モザル 1ミドリザル 3

ミドTけ●ル×ハ○タスサ○ル ー 1

ニホンザル 390 種 名 頭 数

アカゲ

ザル 190タイワ

ンザル 10ブ

タオザル 1ボンネットザル

10カニクイザル

45スラウエシマカク 1

マントヒヒ 7アジルテナガザル

ー 4チンパンジー 15合 計

7742003年 (平成15年)度サル類動態表区 分種 名 増 加 減 少 (死亡などト出1& 導一入 実験･殺 事̀故死 ー~ 外 ー傷.死 呼
■吸器系疾由I-tiヽ 潤化･#系症■恩

感染症 そ.の他不剖能検琴コモンマ-モセット

6 ･1 2 11 121 4 11 2

ワタポウシ夕マリンヨザル . 51

1･5フサオマキザルミドリザルニホンザル 1+-39 1123アカゲザル 24■ 22 2

1_ 1 5 3､カニクイザルマン.ト

ヒヒベニガオザル

シロテテ



5.資料

霊長類研究所が所蔵する:Zf料は,骨格標本,液浸標本,化石模型などからなり,外部の研究者にも.

基本的にすべて公開されている.標本のほとんどはデータベース化されており,:rr料委員会の許可にも

とづいて利用希望者に捉供され,研究遂行上の必要に応じて貸し出しもおこなっている.他機関所蔵の

資料との交換も受け入れている.

(1)霊長類骨格資料 (表 1)

現在,資料委員会のデータベースに登録された霊長析骨格標本は衣1の通りである.その数は7,000

点を超え,大部分はマカク類を中心とした旧世界ザルの標本である.その他に,新世界ザルの標本も約

1,400点保有している.規人猿,および原猿類 (含ツパイ)の標本は,それぞれ数十点ずつである.

(2)霊長類以外の骨格標本 (表2)

霊長頬以外にも,晒乳類を中心に約 1,400点近い骨格標本を所蔵している.内訳は,タヌキ,キツ

ネ,ツキノワグマ,テン,イタチ,イノシシ,シカ,カモシカなど日本産哨乳類が多い.日本産の野生

嘱乳類が減っている現在,これらは貴重な資料である.

骨格標本はすべて研究所新棟4階と本棟地下の骨格資料室において移動式標本無目こならべて保管さ

れている.標本は種ごとに分類され,種内では標本番号にしたがって配列されている.利用希望者は,

資料室に設置されたコンピューター上で骨格標本データベースを検索することができる.データベース

上で利用できる情報は,標本番号,種香号,属名,種名,登録日,性別,体並,座乱 前胴長などであ

る.

(3)液浸標本

本棟地下の液浸貿料重に各種霊長類のフォルマリンもしくはアルコールで固定された液浸標本が

数百点保管されており,共同利用研究者などを対象に,研究 ･教育目的で提供されている.これらにつ

いてもデータベース化が進められている.

(4)その他

以上の他に,被毛標本数十点が保有されている.

霊長類研究所資料委員会は国内外の多くの研究者がこれらの資料を利用して研究を進めることを

希望しており,利用希望者の要請にできるだけ応えたいと考えている.そのため,上記のように研究所

の溌料についてデータベース化など利m環境の整備に努めており,毎年国内外の研究者らによって骨格

標本や液没標本が研究 ･教育用の資料として活用されている.標本の利用許可については,非破壊的な

-ll-



使用目的の場合は簡便な手続きで済むようにしているが,標本の破壊が必要だったり破損の恐れのある

利用の際は資料委員会への充分な事前説明が必要である.

資料委員会は新しい標本の作製,受け入れもおこなっており,毎年標本数は増加している.資料を

一層充実ざせるため,野外調査などの際に,霊長類その他の標本の採集にご協力いただきたい.

備考 :資料委員会では,霊長類研究所資料室で登録 ･保管する他,霊長類標本に関するデータのみ

の登録も受け付けています.あるいは,標本管理者の移籍 ･退職などによって管理困維となった標本の

取り扱いについても相談を受けます.霊長類研究所資料委員会までご連絡ください.

(文責 :高井正成)

2003年度 (平成15年度)所蔵骨格資料

表1 霊長類骨格資料

和名 学名 標本数

ホミノイド Hominoidea 83

テナガザル属

チンパンジー属

ゴリラ属

オランウータン属

Hylobatesspp.

PantTOgJodytes

Got･)']lagot･L'11a

PongopyBZDaeuS

53

24

5

1

旧世界ザル Cercopithecoidea 5652

マカタ属

ラング-ル属

コロブス属

コバナテングザル属

グエノン属

パタス属

マンガペイ属

ヒヒ属

マンドリル属

Macacaspp.

PL･eSbytL'sspp.

CoJobusspp.

SL'mL'asconcoloT

CeL･COPithecusspp.

EL･ythL･OCebuspafas

CeL'COCebusspp.

軸 Jospp.

MandL･)'JJusspp.

3964

176

362

132

565

16

16

403

18

新世界ザル ､ ceboidea 1423

リスザル属

ヨザル属

ティティ属

ホエザル属

クモザル属

ウ-リークモザル属

ウ-リーモンキー属

オマキザル属

サキ属

ウアカリ属

ゲルデイモンキー属

ピグミーマ-モセット属

マ-モセット属

クマリン属

SaL'miTJ'scL'uL･euS

AotustL･L.VL'L･gatuS

CaJJL'cebusspp.

AJouattaspp.

Atelesspp.

BTaChyteJesspp.

LagothL･]'xspp.

Cebusspp.

PjthecL'aspp.

Cacajaocalvus

CaJIL'mJ'cogoeJdL'

CebueJJapyBmaeuS

CallL'thL･L'xspp.

SaBtJL'nusspp.
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ライオンクマリン属 LeontopL'thecusTOSaJia

6原猿類 (含ツバイ) Prosimii&Tupaia

67ツパイ属 TupaJ'as

pp. 43■オオツパイ属 Lyon

ogalespp. 1キツネザ

ル属 LebuTSpp. 6エリマキキツネ

ザル属 VarecJ'aspp. 2スローロリス属 NyctL'Cebusspp. 7

ポット-局 PeTOdJ'ctL'C

uSSPP. 1ガラゴ属 GaJagospp.

6メガネザル属 Tat-SL'uSSP

P. 1稔 計

7225表2 その他の骨格資料

和名 学名 標本数食肉日 CamiVora 91

2イヌ科 Canidae 552′

ネコ科 Felidae 23

クマ科 Ursidae 132アライグマ科 Procyonidae 5

イタチ科 Musteli

dae 180ジャコウネコ科

ViVerridae 20奇蹄目 Perisso血cty

la 8ウマ科 Equi

dae 6バク科 Tapi

ridaer 2偶蹄目 Arti血 ctyla 349

ウシ科 Bovidae 50

シカ科 Cervidae

38イノシシ科 Suida

e 257ペッカリー科 Taya

ssuidae 3不明 indet.

1宰歯目 Rodentia 68

ネズミ科 Muridae 22リス科 S

ciuridae 33テンジクネズミ科

CaViidae 3ヌートリア科 Myocast

oridae 1ヤマアラシ科

Hystricidae 1オマキヤマアラシ科 Erethizontidae

1カピバラ称 Hydroc

hoeridae 1パカ科 . Agoutidae 2

不明 i



オポッサム科 Didelphidae

2ウォンバット科 Vombatidae

1.カンガルー科 .Macropo

didae 2クスクス科 Phala

ngeridae 1貧

歯目 Edentata 2フ夕エビナマケモノ科 Megalonychidae

2長鼻日 P̀robos

cidea 1クジラ目 Ceta

cea 9マイルカ科 D

elphinidae 9姥脚目 Pinnipedia

16アシカ科 Otariidae 14.



6.人事異動

所属分野等 職 名 界 動 ･内 容
備̀ 考氏 名

年 月 日野外施設 申 長 茂原 信生 2003/4/1 併 任 H17.3.31まで施 設 長 波速 邦夫 J2003/4/1. 併 (

再)任 H17.3.31まで行動発現 助 教 授 中村 克樹 2003/6/1 ■転 出 国立精神

神経センター神経研究所モデル動物開発郡長へ認知学習 教' 授 正高 信男 . 2003/9/1

罪 任 認知学習分野助教授よりH17.9.30まで*センター

センター長 松林 清明 2003/9/30 併鹿期間

満了*センタ.- センター長 景山 節 2003/10/1

併 任形態進化 p教 授 片山 一道 2004/1/

16 転 任 理学研究科教授へ器官調節 助



7.海外渡航

所 属 官 職 氏 名 種別 期 間 目 的 国

･目 的形態進化 助教授 活悶穣 研修 2003/4/24-5/182003/4/26T4/292003/5/5-5/122003/5/5-9/122003/5/5-5/122003/5/9-5/252003/5/28-6/292003/6/13--7/72003/6/13-7/72003/6/15 タ イ王国 . タイ王国南部に分布する霊長類の地理的変異研

究講演,研究打ち合わせ生態機構 助教授 M.A.Hu

ffman 研修 大韓軍国センター 助手 後藤俊三 出張 タイ王国 色盲ザルの捕獲調査及び研究打ち合わせ色盲ザルの捕獲調査及び研究打ち合わせ色亭ザルの捕獲調査及び研

究打ち合わせ共同研究打ち合わせ及び化石調査

遺伝子情報 教授- 正中修 出張

タイ王国行動発現 教授 三上章允

出張 ■ タイ王国形態進化 助手 図校豊 研修 タイ王国系統発生 助手 本郷一美 研修 ドイ.ソ連邦共和国/ 考古遺跡から出土 した霊長類の同定と計融チャイロキツネザルの

集団生物学的研究チャイロキヅネザルの集団生物学的

研究スラウエシマカクにおける環境米田退伝 助手

田中洋之 出張 マダガスカル共和国センター 助教授､ 平井啓久

出張 マダガスカル共和国野外施設センター 助

教授教授 波速邦夫景山節 出張研修 マレーシア,～6/25 インドネシア共和国 汚染物質の調李2003/6/20-6/2

22003/7/01 大韓民国 釜山大学校日本研究所創立3Tlul]年記念シンポジウム出席 ■ラピタ人骨年代血走分帆 第15形態進化センター

教授客 月 .敬揺助手助手助教授 `助手助手教授助教授助手 片山一道S.Srikantha 出張研修 連合王国,～7/152003/7/05-7/182003/7/09-7/17.2003/7/ll-7/192003/7/12-

7/182003/7/27 イ夕リア共和国オーストラリア 回国際人類学民族学会議出席,J研究打ち合わせ第 19回国際遺伝学会出席発表行動先鋭 脇田真清 一 研修 チェコ共

和国 第6回国際神経科学会議出席,発衣

第19回国際血栓止血学会での発衣,情報収集

第4回国際認知科学会招待講演発衣第4回ヨーロッパ噛乳類学会大会退伝子情報 中村伸 研修

p 連合王国認知学習 正高信男 研修

オーストラリア一器官調節系統発生社会構造 清水慶子本郷⊥美森明雄 出張′出張出張 チェコ共和国,I

⊥8/12 ベルギー王国 参加発表及び資料収集2003/7/31 トルコ共和国, 考古学調査と出土した動物骨の-10/31 連合

王国 分析及び学会出席2003/7/31-9/20

2003/7/31 サウジアラビア王国 重層社会を作るLI=ヒ規の社会生態学的,集団遺伝学的研究.第 15回国際音声学会招待講演及認知学習

形態進化



所 属 官 職 氏 名 種 別 期 間 目 的

同 目 的遺伝子情報 助手 桟岡一雄 出 張 2003/8/22- 8/292003/8/22- 9/82003/8/25- 9/302003/9/15- 10/72003/9/15- 10/72003/9/16- 9/222003/9/17-9′22･2003/9/08-9/302003/10/4-10/292003/10/12-10/212003/10/12-10/212003/10/12-10/212003/10/19-10/292003/10′19-10/232003/ll/01-ll/82003′11/05-ll/212003′11/07-ll/142003/ll/10-ll/192003/ll/15- 12/142003′11/17- ll/212003/11′24- 12/5 アメリカ合衆回 国際シンポジウム DioXin2003に出席発衣及び研究打ち合わせタイ王国に生息する7カク類の分布 と形.fiB.学的特徴に関する予備的調禿及びセミナーでの発表インドネ

シア耗霊長柳の野外調査ー形態進化 ■野外施設 助教授助教授 横田桟渡洩邦夫 出 張出張

タイ王国インドネシア共和国集団迫伝 助手 田中洋之 出張 インドネシア共和国 アジルテナガザル亜椎分化に関する総合調査アジルテナガザル亜椎分化に関する総合調査前1回国際ワークショップ "霊長類頭蓋顔面形態に声ける進化的変化"に参加研究発表及び打合わせシンポジウム ｢感覚 .運動統合｣参加,訳柄並びに研究連絡飼育チンパンジー行動学的

調査,研究打ち合わせ南米ラクダ柑家畜の調光センタ

ー 助教授 平井啓久 出張 インドネシア共和国形感進化行動発現 助教授教授 溝田積三上車允 研修研修 ドイツ連邦共和国アメリカ合衆国

生態機構 助教授 M.A.Huffman

研修 イタリア共和国典田近伝 助教授 川本芳 出張 ペルー共和国センター 助手 後藤俊二 出張 イシドネシア共和国 色盲ザルの捕縄調査及び研究打ち合わせ色盲ザルの捕狩調査及び研究打ち合わせ色盲ザルの捕椎調査及び研究打ち合わせモンペ リエ大学及びバリ国立自然史博物餌所筏の標本純察北京大学においてチンパンジー研究に関する特別講弟及び研

究連絡第6回国際エンリッチメン ト学会参加及び研究打ち

合わせ招待講演,研究連絡,-'If料収央退伝子情

報 教授 竹中修 出張 インドネシア共

和国行動発現 教授 三上車允 出張 インドネシア共和国系統発生 助≠ 高井正成

出張 フランス共和国思考言語センター 教授助教授 松

沢哲郎上野吉- 研修出張 中華人民共和国南アフリカ共和国生態機構 助教授 M.A.Huffman 研修 アメリカ合衆国器官調節 孜授 林基治 出張

アメリカ合衆国 節33回北米神経科学会談での研究成果先末節11回ラテンアメリカ.アジア.ア

フリカ研究国際会議での招待講演化石発掘調査及び比較標本調査形態進化系統発生 致授助手 片山-追高井正成 研修出張 メキシコ合衆国ミャンマー連邦



.所 属 官~職 氏 名 種別 期 廟 目 的

国 目 的生態機構集団遺伝 助教授-教授 M.A.Huffman庄武孝義 由張出張.2003/ll/27- タンザニア連邦共和 マハ

レ山塊に棲む野卑テンパン-12/2

9 国 ジーの生態学的調査2003/ll/30-12/312003/12/3 サウジアラビア王国 ヒヒ類の重層社会の進化についての集団遺伝学

的研究京都大学国際シンポジウム参加思考言語思考言語 致疫助敦琴 松沢哲郎友永雅己 出張出張 アメリカ合衆国,-

連合王国 及び講演,Birkbeck大学において2004′1/102003/12/4-1?/92003/12/14 ギニア共和国アメリカ合衆国 講風 ポッソ●ウ村周辺にてナシパンジーの生態調査京都大学国際シ

ンポジウム参加及び発表 ■マーシャル諸島遺骨収集応急派形態進化形態進化 教授助手 片山｢道図校豊 由

張出張 マ-シ†ル諸島共和-12/24 国 道に参加2003/12/15-12/302004/1/28°-3/92004/2/1-2/82004/2/9､2/162004′2/9 タイ

王国 タイ王 国産出の.新生代後期化石標本調査,資料収集ゲラダヒヒの分布

調査楽団迫伝 教授 庄武孝義 研修 エチオピア連邦民主共和国ロシア連邦系統発生 助手 高井正成 出撃 ロシア国立古生物研究所所蔵の標本観察JSPS~とマ ックスブランク協会の署名式出噂,日本総

領事結表敬,て ツクスブランク進化人類研究所において研究打合せJSPSとマック.スブランク協会の思考言語系統発生野外施設

教授教授助致琴 松沢哲郎茂原信生波速邦夫 出張出張出痕 ドイツ連邦共和国ドイツ連邦共和臥-2/192004′2/9-2/242004/2/12-3/222004/2/12-2/19_2004/2/12-3/102004/2/17-2′222004/2/19-2/262004/3/4⊥3/242004/3′4 スイス連邦インドネシア共和国■ 署名式出席,日本総領事館表敬,研究連絡スラウエシマカクの野外調査鵜川迎伝センタ.- 助手教授 田中洋之松林清明 出張出張 マダガスカル共和国オランダ王国,ドイツ連邦共和国タイ王国インドネシア共和国 チャ

十ロキ,tyネザルの椎桂ならびに非維種集団を対象に したAFLp-(増幅DNA断片長多型)分析サル類飼育管理システムの調査 .形.fie.進化認知学習 血教授教授 横田.穣正高信男 出盛出撃 タイ 国に分布するマカク規に関する野外調査およびミニシンポジウムでの発表マタニテ ィブ

ルーについての比較文化調査カニクイザルの捕

獲調査および研究連絡チャイロキツネザルの捕獲及び試料

収粟東南アジアのマカク類の分布調遺伝子情報 ･敦授 竹中修 研修

タイ王国セ■ンタ- 助教授 平井啓久 出張

マダガスカル共和国社会構造畢考言語 .助教授教授 大洋秀行松沢哲郎 研修出撃

タイ



所ノ属 官 職 氏 名 種別 期 間 日 的

国 日 的センター野外施設集団遺伝 教授助致痩助教授 松林清明波速邦夫川本-XJ 出 張出張出張 2004/3/ll シンガポール共和国 イン

ドネシア及びシンガポール-3′18 インドネシア共和国

における霊長類飼育状況視察2004′3/ll シンガポール共和

国 インドネシア及びシンガポールに-3/182004′3′15-3/252004/3/23-4/2 インドネシナ共和国ペルー共和国 おける霊長粁飼育状況視察,西スマ トラ州野

生芯長煩の現状調査南米ラクダ科家苗の調査系統発生 助手 本郷丁美 研修 トルコ共和国 イスタンブール大学での

溌料収集



8.非常勤講師

(氏名:講義題目:日時)

(蛋)倉島保美 (NECエレクトロニクス (株)シニアデザインエンジニア)

｢論文やレポートのための書く技術講座｣

2003年 10月27日 (月)-10月28日 (火)

(理)森裕司 (東京大学大学院農学生命科学研究科 教授)

｢応用動物行動学｣-

2003年11月18日 (火)～11月19日 (水)

(哩)山本博幸 (東北大学大学院生命科学研究科 助教授)

｢毛色と色素細胞一発生 ･遺伝 ･機能発現-｣

2003年12月18日 (木)～12月19日 (金)

(蛋):霊長類研究所枠 (哩):理学研究科枠

9.リサーチ ･アシスタント (R･A)
(氏名:採用期間)

合同 康治 :2003年4月1日-2004年3月31日

森 琢磨 :2003年4月1日-2004年3月31日

深谷 もえ:2003年4月1日-2004年3月31日

大橋 岳 :2003年 4月1日-2004年 3月31日

山本亜由美 :2003年4月1日～2004年3月ー31日

田中美希子 :2003年4月1日-2004年3月31日

細川 資之 :2003年4月1日-2004年3月31日

福原 亮史 :2003年4月1日-2004年3月31日

大政由美子 :2003年4月1日～2004年1月 15日

10.ティーチング ･アシスタント (T･A)

(氏名:採用期間)

霊長類学系科目に係るもの

打越万喜子 :2003年 4月1日～2004年 3月31日

親川千妙子 :2003年4月1日_～2004年3月31日

高橋 知子 :2003年4月1日～2004年3月31日

託見 健 :2003年4月1日-2004年3月31日

-20-



全学共通科目に係るもの

木場 礼子 :2003年7月1日～2003年8月31日

藤揮 珠織 :2063年 7月1日-2003年 9月30日

櫓垣小百合 :2003年7月1日-2003年8月31日

西村 宏久 :2003年 7月 1日-2003年9月30日
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